
　

10
月
13
日
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
と

協
働
す
る「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
／
２
０
１
８
年
秋
」

森
林
保
全
活
動
が
催
さ
れ
、
菊
池
孝
徳
総
務
担

当
執
行
役
員
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ｔ
社
員
や
そ

の
家
族
の
皆
さ
ん
、
町
民
な
ど
約
１
２
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

16
回
目
を
迎
え
た
森
林
保
全
活
動
は
、
美
国

川
流
域
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
カ
ラ
マ

ツ
林
の
除
伐
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
チ
ー
ム
対
抗
！
い
き
も
の
探

し
＆
○
×
ク
イ
ズ
」
で
は
、
チ
ー
ム
で
協
力
し

な
が
ら
Ｊ
Ｔ
の
森
会
場
内
の
昆
虫
や
落
ち
葉
探

し
、
Ｊ
Ｔ
の
森
に
ち
な
ん
だ
動
物
や
植
物
に

関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
で
得
点
を
競
い
合
い
な

が
ら
、森
と
親
し
む
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
心
待
ち
に
し
て
い
た
昼
食
に

は
、
積
丹
町
商
工
会
女
性
部
に
よ
る
、
海
の

幸
が
た
く
さ
ん
使
用
さ
れ
た
浜
鍋
が
提
供
さ

れ
、
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｊ
Ｔ
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
国
・

道
の
関
係
機
関
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
、『
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
・
海
を
育
む
水
源
の

森
』
の
実
現
を
目
指
す
取
組
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

カ
ラ
マ
ツ
林
の
除
伐
作
業

「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」
秋
の
森
林
保
全
活
動

第 16 回

▲カラマツ林の除伐作業

▲生きもの

探しゲーム

　町は、㈱カネカ（東京都）と協同で地方創生事業「ゲンキ

応援プロジェクト」に取り組んでいます。

　町では、地方創生事業として、還元型コエンザイムＱ 10

を活用した、健康食開発に取り組んでおり、昨年度、町民

30 名を対象に実施した「還元型コエンザイムＱ 10 摂取モニ

タリング」で、モニターの方々に還元型コエンザイムＱ 10

の摂取試験を行いました。参加者からは「熟睡できるように

なった」「疲労感がなくなった」「気持ちが明るくなった」な

ゲンキ応援プロジェクト「健康計測会」

還元型ＣｏＱ10でゲンキに！

ど心身に良好な改善がみられました。

　この結果を受け、今年度は㈱カネカから還元型コエンザイムＱ 10 を無償提供いただき、希望する町民の皆さ

んに還元型コエンザイムＱ 10 のソフトカプセルを渡し、その効果を体感していただく新たな取組を行うことと

なったものです。その取組の一環として、去る９月 30 日に、さまざまな健康器具を体験し身体機能などを測定

する「健康計測会」を行い、町民約 50 名が参加しました。

　参加者は、握力、ひざの力、太ももの力などの筋力測定のほか骨密度、10 ｍ歩行速度、肺年齢等の生活機能

や記号と数字を組み合わせる頭の体操、自律神経状態などを測定し、それぞれ測定結果に一喜一憂していました。

　㈱カネカ担当者からは、「私たちの素材が町民の元気なまちづくりの一助となればと願っています。ぜひ多く

の町民の皆さんにこのプロジェクトに参加していただきたい。」と話していました。

　町では、「ゲンキ応援プロジェクト」の参加者を随時募集しています。町民であればどなたでも参加すること

ができ費用もかかりません。このプロジェクトに興味のある方は、企画課までお問い合わせください。
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10
月
11
日
、
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
今
年
度
の
工
事
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
平
成
24
年
度
か
ら
本

格
的
に
着
手
し
、
平
成
26
年
度
か

ら
は
、
国
道
橋
の
工
事
に
着
手
、

昨
年
度
に
同
橋
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
が
実
施
す
る
今
年
度
の

工
事
は
、
３
工
区
に
分
け
て
工
事

を
予
定
し
て
お
り
、
第
１
工
区
は

国
道
橋
か
ら
下
流
の
両
護
岸
整
備
、

第
二
工
区
は
上
流
部
（
新
美
国
橋

側
）
左
岸
（
栄
町
地
区
）
の
護
岸

工
事
、
第
三
工
区
と
し
て
国
道
橋

か
ら
上
流
部
の
両
護
岸
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、「
美
国
川
堤
防
通
り
線
補

償
事
業
」
の
計
画
概
要
に
つ
い
て

も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
「
現
堤
防
上
の
既

存
道
路
」
を
新
た
な
築
堤
整
備
に

併
せ
て
法
面
下
に
補
償
す
る
も
の

今
年
度
は
３
工
区
を
整
備
予
定

～
平
成
30
年
度 

美
国
川
河
川
改
修
工
事
説
明
会
～

（奥左から）木村海琉人　（２年）、三上翔矢　（２年）

　　　　   　佐藤大海　（３年）、成田覚理　（３年）

（手前左から）入間川海星　（３年）、安田友音　（３年）

　　　　　柏崎泰佑　（３年）

た
。

　

そ
し
て
大
会
で
は
、
成
田
覚
理
君
（
３

年
）
が
区
間
１
位
を
、入
間
川
海
星
君
（
３

年
）
が
区
間
新
記
録
を
出
す
な
ど
、
素
晴

ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
今
回
の
栄
冠
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

区
間
新
記
録
を
樹
立
し
た
入
間
川
君
は

「
走
り
終
わ
っ
た
後
は
す
ご
く
苦
し
か
っ

た
。
野
球
の
た
め
に
つ
け
た
体
力
が
新
記

録
と
い
う
形
に
な
り
嬉
し
い
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

金
子
教
諭
は
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
や
今

回
の
結
果
を
通
し
て
「
普
段
の
部
活
動
の

基
本
が
し
っ
か
り
と
で
き
て
い
る
こ
と
が

今
回
の
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
う
。
他

チ
ー
ム
よ
り
も
、
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
と

い
う
意
識
が
強
か
っ
た
。
陸
上
部
並
み
の

練
習
を
し
て
い
た
ら
全
道
の
上
位
入
賞
も

間
違
い
な
い
。」
と
話
し
、
こ
の
約
１
カ

月
の
間
に
成
長
し
続
け
た
選
手
た
ち
を
高

く
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
部
は
10
月
21
日
に
新
得
町
で

開
催
さ
れ
た
第
36
回
北
海
道
中
学
校
駅
伝

競
走
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら

は
入
賞
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手

た
ち
は
全
道
と
い
う
舞
台
で
ま
た
一
つ
成

長
し
、大
き
な
経
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
選
手
た
ち
の
成
長
を
た
た
え
、

今
後
の
活
躍
を
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ

う
。

　

美
国
中
学
校
駅
伝
部
が
、
９
月
13
日
に

黒
松
内
町
で
開
催
さ
れ
た
第
48
回
後
志
中

学
校
駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
し
、
見
事
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
部
は
、
昨
年
か
ら
美
国
中
学
校
に
着

任
し
、
前
任
地
の
倶
知
安
中
学
校
で
も
駅

伝
部
を
率
い
た
金
子
康
幸
教
諭
の
指
導
の

も
と
、
昨
年
、
同
大
会
に
出
場
す
る
も
５

位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
今
年
は
メ
ン

バ
ー
の
一
部
を
入
れ
替
え
、
他
の
部
活
動

と
兼
務
に
な
り
な
が
ら
も
、
７
人
の
選
手

た
ち
は
７
月
25
日
か
ら
本
格
的
に
駅
伝
の

練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一

回
の
練
習
に
充
て
ら
れ
る
時
間
は
他
の
部

活
動
開
始
前
の
約
１
時
間
、
こ
の
少
な
い

練
習
時
間
で
優
勝
を
狙
う
チ
ー
ム
を
目
指

す
べ
く
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

第 48 回後志中学校駅伝競走大会

後志大会優勝の快挙！ -美国中駅伝部 -

で
、
特
に
沿
線
町
民
の
冬
期

間
の
不
自
由
な
生
活
の
課
題

解
消
に
向
け
て
計
画
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
工
事
施
行
中
は
安

全
対
策
、
濁
水
対
策
や
汚
水

対
策
な
ど
に
十
分
注
意
し
な

が
ら
工
事
を
進
め
ま
す
が
、

今
後
、
工
事
施
行
箇
所
周
辺

の
町
道
通
行
規
制
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

くん くん

くん

くん

くん くん

くん
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姉妹都市交流
第37回刃物まつりへ参加

　積丹町地域間交流推進協議会（会長：鎌田淳史町自治

会等連合会長）や議員などの訪問団 10 名が、姉妹都市

高知県香美市で10月 20日・21日の２日間開催された「第

37 回刃物まつり」に参加し、「積丹町北海物産市場」を

出店。積丹町産農産物や珍味、鮭のチャンチャン焼きの

ほか、昨年に続きザンギの販売を行い、積丹町のＰＲ活

動をしました。

　21 回目となる今回のＰＲブースの出店では、土佐山田婦人会や香美市職員の皆さんなどから協力をいた

だき、用意した商品は全て完売する盛況でした。

　恒例の YOSAKOI ソーラン祭りへの合同チームでの参加や、相互のイベントへの訪問、この冬には積丹町児

童による香美市への訪問も予定されており、27 年を数える北と南の交流がこれからも続きます。

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

（
俵
谷
支
署
長
・
署
員
17
名
）
は
、

９
月
25
日
、
日
司
小
学
校
で
防
災

教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
員
が
防
災
マ
ス
タ
ー
の
資
格

を
持
っ
て
い
た
た
め
、
消
防
隊
員

が
補
助
に
回
り
、
教
員
が
主
体
と

な
っ
て
「
Ｄデ

ィ

グ

Ｉ
Ｇ
」
と
い
う
机
上

で
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｇ
と
は
、
参
加
者
が
地
図

を
使
っ
て
防
災
対
策
を
検
討
す
る

訓
練
で
、「
災
害
を
理
解
す
る
」「
ま

ち
を
探
求
す
る
」「
防
災
意
識
を

掘
り
起
こ
す
」
と
い
う
意
味
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
児
童
た
ち
は

大
き
な
地
図
を
囲
み
、
も
し
災
害

が
発
生
し
た
ら
、
ど
こ
に
逃
げ
る

の
か
、
危
険
な
場
所
は
ど
こ
な
の

か
な
ど
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
災
害
時

の
対
応
を
考
え
な
が
ら
防
災
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

同
支
署
に
は
防
災
マ
ス
タ
ー
が

２
名
い
る
の
で
、
今
後
は
こ
の
よ

う
な
取
組
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲児童が作成した「世界一大きな絵」

災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
は
？

日
司
小
学
校
で
防
災
教
室

　世界中の子どもたちが描いた絵を縫い合わせて

一枚の絵にする「世界一大きな絵２０２０（主催：

ＮＰＯ法人アース・アイデンティティ・プロジェ

クツ（東京都））」に町内全校児童が参加しました。

　これは、世界の子どもたちが国や宗教・人種を

越えて一枚の「世界一大きな絵」を完成させ、世

界平和への意識を高めることを目的としていま

す。

　町では各小学校が参加し、児童たちが積丹町を

モチーフにしたデザインを決め、それをもとに各

学校で分担して、５枚の布に絵を描き、10 月１日、

積丹町の大きな絵が完成しました。

　完成した絵は、主催者へ送り、各地で制作され

た絵と繋ぎ合わせ、平成 32 年に発表される予定

です。

全校児童が大きな絵を作成！
～「世界一大きな絵」で世界平和に～

← 野塚小

← 余別小

← 日司小

← 美国小

（１～３年）
← 美国小

（４～６年）
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